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給
食
用
食
材
の

　

放
射
性
物
質
の
検
査
を
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
23
年
９
月
30
日
か

ら
市
立
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
給
食
に
使
用
す
る
食
材
の
中

か
ら
、
毎
日
４
品
目
を
選
定
し
て
放

射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
品
目
に
お

い
て
、
食
品
衛
生
法
の
暫
定
規
制
値

を
超
え
る
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
11
月
２

日
の
検
査
で
は
、
生
し
い
た
け
（
生

産
地
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
か
ら
89

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
、

平
成
23
年
11
月
28
日
の
検
査
で
は
、

乾
し
い
た
け
（
生
産
地
…
石
川
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、

島
根
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
、

大
分
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
）
か
ら

１
１
５
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
、
１
月
10
日
の
検
査
で
は
、

ほ
う
れ
ん
草
（
生
産
地
…
つ
く
ば
み

ら
い
市
）
か
ら
１
４
９
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
食
材
は
、
い
ず

れ
も
給
食
に
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
検
査
結
果
は
、
毎
日
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
施
設
・
月
ご
と
の
検

査
結
果
、
使
用
予
定
の
食
材
の
産
地

や
実
績
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

  

・
伊
奈
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校
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ン
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０
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２
３
３
８
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／
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０
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／
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／
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０
０
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／
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０
０
／
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‐
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２
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７

問

水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
多
様
化

す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
水
道
課
で
行
っ
て
い
た
「
上
下
水

道
料
金
の
収
納
業
務
」
や
「
窓
口
業
務
」

な
ど
を
4
月
2
日
㈪
か
ら
『
水
道
料
金

お
客
様
セ
ン
タ
ー
』
が
行
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
谷
和
原
庁
舎
２

階
に
開
設
し
、
委
託
を
受
け
た
民
間

会
社
が
運
営
を
行
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道

組
合
の
下
水
道
料
金
に
関
し
て
は
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務
の
移
行
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
受
付
時
間
】

月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
）
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

【
主
な
業
務
】

・
上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
問
合
せ
の

受
付
お
よ
び
対
応
業
務
／
・
水
道
使
用

の
開
始
、
中
止
の
受
付
お
よ
び
開
閉
栓

業
務
／
・
水
道
量
水
器
の
定
例
検
針
業

務
／
・
上
下
水
道
料
金
の
請
求
と
収
納

の
受
付
／
・
上
下
水
道
料
金
の
徴
収

【
委
託
先
】　

シ
ー
デ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱

※
た
だ
し
、
水
道
量
水
器
の
検
針
業

務
に
つ
い
て
は
、
現
在
委
託
中
の
業

者
が
平
成
25
年
10
月
14
日
ま
で
行

い
、
そ
の
後
、
右
記
の
委
託
先
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

※
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
市
と
受
託
業

者
の
双
方
が
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
重

要
性
を
十
分
認
識
し
、
個
人
情
報
保
護

の
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す

※
業
務
従
事
者
は
、
身
分
証
明
書
お

よ
び
市
の
交
付
し
た
業
務
従
事
者
証

を
常
に
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
課
や
委
託
業
者
の
名
前

を
か
た
っ
た
悪
徳
商
法
や
勧
誘
な
ど

に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

  

水
道
課　

☎
52
‐
６
１
０
０

問

善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

補
助
金
は
成
果
主
義
＋
期
待
度

〜
市
補
助
金
等
審
議
会
か
ら
答
申
〜

　

片
庭
市
長
が
諮
問
し
た
「
平
成
24

年
度
に
、
市
が
交
付
す
る
補
助
金
等

へ
の
意
見
」
に
つ
い
て
、
市
補
助
金

等
審
議
会
（
中な
か
じ
ま島
道み
ち
ひ
ろ博
会
長
）
か
ら

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
補
助
金
等
審
議
会
は
、
市
が
交

付
す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
補
助

【
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
様
よ
り
】

　

市
商
工
会
（
齊さ

い
と
う藤

登
の
ぼ
る

会
長
）
様

よ
り
、
商
工
祭
な
ど
地
域
の
魅
力
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
、
3
万
８
６
０
５
円
が
市

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

金
の
あ
り
方
、
適
否
、
金
額
、
補
助

率
に
つ
い
て
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　

答
申
の
際
、
会
長
か
ら
は
「
補
助

金
は
、
成
果
主
義
プ
ラ
ス
期
待
度
」

の
考
え
の
も
と
審
議
を
行
っ
た
話

や
、「
補
助
金
は
政
策
で
あ
り
、
そ
の

結
果
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
」、「
補

片庭市長に答申をする中島会長（左）

【
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
茨
城
支

社
様
よ
り
】

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
茨
城
支

社
（
原は

ら

貴
た
か
し

支
社
長
）
様
よ
り
、
環

境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
、
９
万
３
３
１
４
円
が
市

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

齊藤会長（左から２番目）から目録
を寄贈される片庭市長（中央）

原支社長（左）から目録を
寄贈される片庭市長

助
団
体
に
は
い
ず
れ
自
立
し
て
も
ら

う
た
め
、
補
助
の
期
間
を
定
め
た
ほ

う
が
よ
い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を

尊
重
し
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
な

補
助
金
と
な
る
よ
う
、
適
正
な
執
行

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

。


